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	当社は、本日公表した『「不適切な会計処理が行われた可能性の判明」及び「四半期報告書の提出の見込み」について』においてお知らせ致しましたとおり、これまで事実関係の詳細及び経緯などにつき社内調査を行っておりますが、より厳格に調査を行い、調査の客観性及び信頼性を高めることを目的として、当社と利害関係のない弁護士及び公認会計士による「外部調査委員会」を設置することを本日の取締役会で決定致しましたのでお知らせ致します。
	株主及び取引先をはじめ関係者の皆様には、多大なご迷惑とご心配をお掛け致しますことを深くお詫び申し上げます。
	以　上

